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作 文 指 導
一 授業計画とその実際一
村 上 治 子
は じ め に
留学生が大学,大 学 院 に入学 した後,そ の勉学 の過程 で要求 され るこ と
は,目 本語で文章を書 くとい うこ とである。殊 に,目 本人 め学生 と机 を並
べて勉強す る学 部学生 に とって は・期末試験・実験 ・調査報告 書,研 究課
題 のレポー ト,卒 業論文 な どと取 り組 む時,日 本語 での文章表現力 が必要
となって くる。
この ような状況 の もとにある学生 のた めに目本 語演習 「文章表現 」 とい
う科 目があ る。 これは研修 コース に組 み込 まれて いる科 目の一 つで,書 く
ことによる表現力 を養 うこ とを 目標 とした もので ある。本稿 はその 日本語
演習 「文章表現」 を今年度(1989年)担当 した筆者 が作文指導 の授業 計画
とその実際 を報告 するものである。授業 計画が どのよ うな ものであ り,実
際 にどのよ うなこ とを行 ったかについて述 べ る。
授業 は1週1コ マ(90分)で,前期14コ マ,後 期13コ マであ った。クラ
ス構成 は受講登録学生数前期23名,後 期24名 で,全 期 を通す と研修生7
名・ 学部生16名,大 学院生1名,聴 講生1名 か ら成 ってお り・ 国別 にみ
る と,韓 国12名 ・ 中国9名(漢 字圏 とい うことで台湾・ 香 港 を含 む〉,オ
ース トラリア・ フ ランス・ ポル トガル,メ キ シコ,ヴ ェネズェ ラ・ イ ン
ドネシア各1名 で ある。
???
1・授業の基本方針
このクラスは目本語籠力に関 しては相対的に上級 レベルのものが身につ
いていると認められた学生が集められている。従って7文 章表現作業につ
いても,本来なら作文指導の初期の毅階で行われる文宇 ・表記指導はクラ
ス全体 としての統一的な指導は行わなかった。それ以外の目本語能力 に関
しては文法,表現文型,語 彙などがあるが,それは授業を進 めてい くなか
で作文を書 く作業をする前に・準備の段階で適宜補充 して 行くことにす
る。そして,こ のコースの大きな目標は,レポー トなどに要求される論理
性のある文章が書けるようにすることにする。
また・この種のクラスでは・学生の発話量が少なくな り・相互の交流が
途絶えがちになるのであるが,教室作業の中でそれを妨ぐための試みを取
り入れることにする。
そのほか・教師は学生の心情面を考慮し,学生に作文をできるだけ多 く
書 き上げて行 くという作業をさせるように心掛 けた。 この 「文章表現」の
クラスに入って来る学生たちは,自分はまだ十分な日本語力を持っていな
いと自覚してはいても,一方では,大学生活の中で文章を書かなければな
らない場面に多 く接するのであるから,何はξもあれ,こ の日本語のクラ
スで作文をできるだけ数多く書いてみたいという気持を持っているであろ
うと推察し,学生たちのその姿勢を活かすことにした6
2。擾業の進め方
授業を進 めて行く時,その作業 を大 きく2つに分けた。一つは,単発的な
作業で,も う一つは,継続的な作業である。単発的な作業 というのは作文
を書き始 める前にその前提条件 として確保 しておかなけれぱならないこと
で,文章構成 などに関することや,書きことぱの分野で補充 の必要 がある日
本語に関することである。継続的な作業 というのはクラスで繰 り返 し行わ
れる作業のことで,具体的には作文を書き始 める前 の準備から書 き終わっ
た後にするあと始末までのことである。それを整理すると次のようになる。
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クラス作業一
1一(1)単発的 な作業一取 り扱 った項 目
(イ)
(ロ)
(ハ)
(二)
(ホ)
(へ)
(目ト)
(チ)
原稿用紙 の使い方
主題
文章構成
文法 「は」 と 「が」
文体 「である体」
文法 「接続語」
文法 「自 ・他動詞」
論文などを書 くときの留意点
一(2〉継続的な作業一その基本的順序
(イ)準備
(ロ)作文作成
い〉あと始末1(1〉訂正[ll禦 葺蜘薦1
!学生肚 の欄
i一(2)仕上げ
次 に,両 作業 の中身 について記 してお く。
2-1.単発的な作業
単発的な作業 として取 り扱った ものの概略を述べ る。
(イ〉 原稿用紙の使い方
原稿用紙の使い方については,大学入学以前 にその予備教育の段階 で大
部分の学生が習得 して来ているようだったので確認 ということで行 った。
縦書きと横書きの相違点を示す と同時に,「 」『 』などの記号の意味
と用法などに触れる。 日本人学生の提出物は横書きのものが多いのである
が,ど ちらにするかは各自の選択に任せた。4分 の1程 の学生 は縦書きを
していた、漢字圏の学生が多いからであろ う。提出作文,清 書作文 とも原
稿用紙の使用 を課 した。
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(ロ)主 題
作文 の主題 については,何 について述べようとしてい るのか,何 につい
て述ぺたいのかが読み手 に十分伝わってこない,つ まり,焦点がぽけて し
まった作文 になることを避 けるた め に,主 題の意識を持たせ るようにし
た。
この主題意識 については,それぞれの母国語でのこれまでの教育で得 ら
れていることも考 えられ るので,こ のクラスで取 り上げることは重複する
ことになるから,そ の必要性 はないとも考えられるが,そ うではないので
ある。主題意識 があっても日本語で範文を読んで主題を見つ けた鵜 日本
語で自分の書 こうとする主題 に沿 って作文を書 くことはこの教場でなされ
なければならないことである。それは,学生が文章を書 く時,主 題を読み
手に伝 えるための日本語での表現方法は範文を読むことによって学ぶこと
ができ,実際に日本語で書 くことによってのみ 自分のものになるからであ
る。
具体的な方法 としては,最 初の作文を書 き始める前に文章を二編読み,
それぞれの主題を見つけることを試みた。 そして・ その後作文を書 く時・
次のような順序で作業を行 った.まず,題 材が与えられ る。次に,各 自が
その中から主題 を考 え出す。その次に,それをどのような順序で書き進 め
たら書 き手 の伝 えたいことが読み手に伝わるかを考える。最後に,作文を
書 く。
最初 の作文で取 り上げた題材は・r東京の街」 で・ そこか ら各自が主題
を考えることにした。書 く前 に,それぞれに口頭で主題を言わせた。そこ
で主題となっていたものは・「ビジネス広告の氾濫」「障害者 に対する配慮
不足」「建物の自国との比較」「道の狭 さ」「交通機関」「下町の建物の構造」
「さわが しさJ「異国情緒」などであっ挺。
(ハ)文 章 構 成
文章構成 の形 については・文章構成法を勉強するための科 目がほかに設
けられているので,深 くはそちらで専門の先生に教えを乞 うように勧めお
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き・ここでは一つの作文 をまとめあげる揚合・序論・本論1結 論の順に書
き進 めることボ書 き手の思考を読み手 に伝 えるために有効であることなど
を述べおくに留めた。
上記の主題 についてと同様 に,文章構成 の形についても既に知識として
知っている学生がいることも十分考えられるが,日 本語で範文を読み,文
章構成を観察することは,そ こで必要 とされている語句 ・.表現文型を自分
が作文作成する時に利用できることを学び とらせることになる。事実,文
章構成年ついて教示 した直後の作文よ鈎 個人差 があ喬とはいうものの,
このコースの後半に書いたもののほうが構成力 がついていたと言える。演
習のはじめのころは1っ の段落に2つ以上 の事柄渉書いてあった り,結論
部分が飛躍 して.いた りするものが見 られたが,終 わジ近 くではそれが少な
べ なっていた。また・段落の冒頭で使 われる語に注意が行 くようになって
いた。このようなことからも,コースの初期 の段階で文章構成について教
示するのは有効かつ必要 と考える。
具体的な方法 としては,2番目の作文を書 き始 める前 に範文 を二編読み,
書き手の立場になって,そ の思考の流れをつかむ作業をした。 その後で,
それぞれの内容 と流れを追いながら段落 をグルー ヒ。ンゲし,その構成を観
察 した。
作文指導をする揚合クラスの進 め方 として2通 り考えられる。一つは,
できるだけ初期の段落で・作文を書 く時,前 もって全体 の構想を練ってか
ら書 き始めることの大切 さを優先 させ,そ のカ を養 う。もう一っは,し っ
か りした一外国入 くさくない,文法的 にも正 しい一文章を身にっけさせる
ことを重要視 し,ま とま りのある全体 と取 り組 む前 に,段落程度の量で書
き込む綜習をする。 どちらを採るかは対象 となる学生の諸条件によって決
められることであるが,筆者の担当したクラスでは前者 の方が適切だと判
断 した。それは学期はじめの時点で,学生 の日本語力がかなりの程度まで
あったし,大学生活の中でまとまりのある文章 を書 かなければならないで
あろうことからである。
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{二〉 文法 「は」 と 「カ㍉
「は」 と 「が」 の原則的 な使 い分 けを教示 してお いた。
(ホ)文 体 「で ある体」
「です,ま す体 」 よ 塑 「である体」 で書 くほ うがいい場 合が多いので教
示 しておい た。
(へ)文 法 「接続語」
前期 の提出作文 か ら接続語 の適 ・不適 によって作 文 の巧拙が出て来 るの
が あったの古,後 期 のはじめに取 り上げた。ただ し,接 続語 の分類 と具体
例 を挙 げたに過 ぎなか ったので不十分 である。
(ト〉 文法 「自 ・他動詞」
自 ・他動詞 の区別 を和語 と漢譜 の場合 に分 け,そ の語 が取 る助詞,自 ・
他同形 のものな どを見 てお いたo
(チ)論 文 などを書 く時 の留意点
後期 の後半 にま とめを兼 ねて 『短文 ・小論文 の書 き方』(宇野義方他)の
一 部を読み,そ れ までの復習 を した。
そのほか,秋 の早稲 田大学 国際学生友好会主催 の外国人 ス ピーチ コンテ
ス トにこのクラスか ら2名 出揚 して いたので,そ のス ピーチ を聞 き,文 章
構 成 とい う観点 か ら誘 し合 いを した。
2-2.継続的 な作業
継続的 な作業 としては,基 本 的には,書 く前 の準備,次 に作文作成,最
後 に書 いた 作文 に対 す るあ と始 末一訂正,仕 上 げ一 という順序 で運 ばれ・
それが繰 り返 され て行 くとい うこ とになる。それぞれ の段階で の作業内容
はクラスが進 んで行 くに従 って,ま た,課 題 となる作文 によって,当 然 の
ことなが ら要求 される作業 は別種 の ものになる。
(イ)準 備
この段階 では・題材 を与 え ること,範 文 を読 ませ なが ら・主 に表現文型
な どを教示す るこ と,資 料 を提示 するこ となどを行 う、
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題材 を与えることについては・一つの題材を与え・それに関 してクラス
全体で自分の考えていることを口頭発表する。 す るに あたっては,例 え
ば,「大学生活」 について書かせようと思った時は,あ らかじめ有用 だと
思われる語彙を与え,さ らに,教室で学生 に思いつ くままに知 っている語
彙 ・表現を言わせ,そ れを板書する。次 に,大学生活の中でどんなことが
観察できたか,ど んなことが面白いと思ったかなどを自由に話 させ,そ こ
で も必要 とされる語句 ・表現を適宜板書 して行 く。このよ うな作業 をする
ことによって,ほ かの学生 の話からヒン トを得,そ れまで自分一人では思
いっかなかったことにまで発想が及び,主 題をみつけるための助け となっ
たようである。
ただし,こ の語彙を与えておくことでは,提 出された作文 を読んだ時,
全 くの空振 りであったことが分かり苦笑させ られた。安易だったのである
が,語 彙を集める時大学案内書の中で学生が使えるのではないかと思われ
る部分を抜粋 し用意 したのである。結果は一部の学生を除き作文中にはそ
れ らの語彙は全 くといっていい程使われていなかった。学生 の関心は別の
ところにあったのである。教授法に対する今後の課題 を与えられた思いが
した。
また,別 の方洗 として,早稲田祭を利用することにし,事前 に早稲 田祭
の案内書を提示 し各自関心のある企画 ・催 しのところを探させておいた。
当日出かけて行 き,実際に参加 したり観察 したりして体験学習 したことを
報告文 として書 くことにした。題材炉現在留学中の大学祭であるため彼 ら
にとっては日本 の大学事情の一端 を知る機会になるので,観点の異なった
報告文が出るのではないかと思って取 り上げたのである演,こ の計画は期
待に反 した結果 となった。 いつもより提出作文の数が少なかった のであ
る。大学には行かずほかのことのために時間を使った り参加 しても自分の
属する部の仕事をしていたりしていたとのことである。
範文を読ませながら主に表現文型などを教示することについては,そ の
後で書かせよ うと考えた作文と関連 のあるものとする。 心掛けたことは,
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このコースの 目標 が論理的 な文章 が書 けるよ うになるための演習 をす るこ
とにあ るので,そ の手助 け となるよ うな もの一事実描写 をす る文,内 容 を
ま とめ る文 ・報告文 な ど一 を取 り上 げ・ それぞれ の文種 の中で多 く用 いら
れ る表現文型 な どを教示 するよ うにする。 そのための教材 に 『実践 にほ ん
ごの作文』(佐藤 政光他)を使 った。例 えぱ,事 実描写す るための表現文型
を教示 す る場 合,・指導項 目として,一 によ って構成 されて いる。 ～では～
をABCの 三つ に分類 して いる。～ とレ・うのは～ のことである。 一が～ に
占める割合 はAか らBに 増大 した。 ～に達す ると推定 され る。 ～の反
面,～ な どである。目な どボある。 これ らを練習問題,短 文作成 などをして
習得 して　子く。
資料 を提示 す るこ とについてはゴ朝 日新聞 の行 った 「週休 二 目制」 に関
す る世論調査(1989年4月6日付〉で,そ の分析 の方法,結 果な どを観た り
同新聞の社説 を複数与 え,利 用 する、
(ロ)作 文 作 成
準備 の後,作 文 を実際 に書 くこ とになるのであるが,原 稿用紙 を使 い字
数 は600～800宇程1にす る。
このク ラスでは,前 の時 問(つま り1週 間前)に当日書 く作 文 の題材 を与
えておいた。.そうする ことによってシ.学生 は題材 か ら主題 を探 し,そ れ に
ついて どの よ うに書 き進 めた ら,自 分 の考 えてい るこ とが読み手 に効果的
に伝わるか とい う構想 を練 る時間 が持 てる と考 えたか らで ある。
この方 法を採 る と学生 によっては,当 日かな り下書 き・ また はメモ した
ものを持 ち 込 む もの が いた りす る。 や り方 は本人 の判断 に 任せた。当 日
1コマ90分 の うち60分程 を作文 を書 くこ とに当てた,そ れぞれ準備は し
て来てい るようではあ るが,時 間内に書 き終 わ らない こ.ともある。そ の場
合 は途中で提 出 させ るこ とはせず,翌 日書 き終 わった ら提出で きることに
した。 この よ うな手 当てを しなが ら,作 文 を書 いてい くのであるが,作 文
の題材 とそれ に対 す る準備,ま た・ その学習 目的 を表 にす る と次 のよ うに
な る。
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作文作成までの過程
作文の題材1 準 備
東京の街1(1)r青 い時間」(羽仁進),r都市の問題」(天声
1人 語)の読みと主題を見つける作業
1(2)「東京の街」 とい う題材で各自の作文の主題
を見つける作業1
大学生活.(1)
手 紙 文
自国の攻
治家,学
者,芸 術
家の紹介
世論調査
「週 休 二
日制」に
っいて
夏休みの
こと
社 説
???
?
(2)
「具象以前」(湯川秀樹)「耳で聞く」(今日の問
題)の読み とその文章構成の形をつかむ作業
大学生活にっいて話 し合い,語彙・表現を学ぶ
(1)書簡文,は がき文 の読み
(2)手紙文の表現 と書式 を学ぶ
(1)事実を述べる時の表現文型 とその練習
(1)朝目新聞の世論調査の読み と分析
(2)グラフ ・表の読み方 とその練習蘭題
(1)夏休みにしたこと,読書,旅 行,仕 事などに
ついて話 し合 う
(1)「実践にほんごの作文』 を使い文章をまとめ
るときの留意点を学ぷ
(2)朝日新聞の社説
・日本的経営の見直しとは
・.こんなに物価が高くては
・他人の知恵はただで使えぬ
・「環舞倫理」の考えに共感する
・古い権利を脱した大学院を
以上から一っを選び,利 用する
(1)ア同上`通説 ・事実 に対 して疑問を投げかサる
時の表現文型などを学ぶ
(2)生活環境の中での通説 ・事実について話し合 う
学習目的
??
厭
の形の認
識
お礼 ・報i
告の手紙.1
??
匝1■■目■1■
????
内容 をま
とめる
検証する
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冬休みの1(1)冬 休み前に作文 の題 を予告しておく 総合的な
ごと・ 冬休み中に考えたこと,体験 したこと,観察 もの
1し 献 と
(1)期末試験
・目本人のOOに ついて Ii総 合的な
I
Iも の
(ハ)あ と 始 末
(1〉 訂 正
a)教 師の直 し,助 言
提 出 された作文 は次 のクラスまで に読 み,そ の作文 で直す ところを指摘
し,助 言 を行 う。直 しにつ いて は書 き直 しを しなければな らない ところを
指摘だ けしてお くか,ま たは直 して お く。 その とき,直 す ところは下線 を
引 き,線の下に直 した語句 や文型 を書 くのであ るが,そ のほか学生 との合意
の もとに,直 しの記号 を作 りそれを用 いた。それ には次 のよ うなのが ある。
o
X
O
腰l
c一 く 一
〇
〔語ン
不要
誤字
補建
誤り語
。[新 段落
。(〉 他の表現
飛躍,文
o
意不明瞭
直しには誤字,文法的な誤 り,不適切な語旬 ・表現文型,重 複,飛 躍,
文意の不明瞭,省略,長 すぎる文などがある。
助言をするとい うことは,返却する作文 に主題が一貫 しているか,文章
構成ができていてそれが整然 と組み立てられているか・語彙が適切に用い
られているか,以前の作文 と比べてどのように変化 して来ているかなどに
っいて書き添えることである。
作文指導にはこの2つの観点からの指導が不可欠のことになるのである
が,豫 に助言をすることは個別的な指導 になるので,筆者 には不十分な対
応しかできなかったことを残念 に思 っている次第である。
一iOヰー
b)グ ル ープ別 による学生同士 の検討
直 した作文 の中か ら同種 の間違 いを してい るものを2文 ずつ4種 類 位拾
い出す。4種 類 位 とした のは授業 の時 問配分 を考 えて のことで あるが,同
時 に特殊 な問題 を除 くと大 き く4種 類位 に分類 で きた からで ある。拾 い出
した ものを別 の用紙 に切 り貼 りし,そ れを コピー し学生 に配 布す る。 そ こ
で,学 生 の手 に渡 って いる切 り貼9の コピーは直 しの記号だ け残 し,教 師
が書 き込 みを した ところは消去 し七 あるもの に してお く。そ うして,直 し
の記号 の ところをどのように直 した らいいの かン それ はど うしてな のか を
検討,発 表 させ る。切 り貼 りした文の長 さはそ の訂正 の原因 ・理 由が見 つ
け られ る位 の前後 の文 を含 んだもの にした。
この作業 は,ま ず,グ ル ープです る。4～5人 のグループが5組 で きるの
で,そ れ ぞれ のグルー プの話 し合 いを行い,煮 詰 まった と思われ る頃合 い
を見計 らって,直 した文 をその理 由 とともに発 表 させ る。直 した文が1通
りでない揚合 は,そ れ を板書 しク ラス全体 で検討 してい く。最後 に,教 師
自身 ぶ直 した文 をその理 由と ともに発 表 し・補 足説明が必要 な らす る。
検討 の対象 となる文 は,誰 が書 いたか分 か らないよ うに配慮 してお くの
であるが,慣 れて くると学 生 によ っては,「 あ,僕 のだ」 と言 った り,話
し合 いの最 中にほかの学生 の意見 に対 し》 「いい え,違 います。 こ うなん
です」 といって 自説 を解 き明 かそ うとした りす る場面 が見 られた。教師 が
一方 的に直 した文 を押 しつ けるの とは異 な り,学 生 のクラスヘ の参加 意識
を強 め るよ うである。 これ はこのや 夢方のプ ラス面 であるが,そ のほか に
も,注 意探 くほかの学生 の発言 を聴 くことが要求 され るので聴解力 を養 う
こ ともでき る。 また,各 自が もってい る日本語力 に関す る碓 認や復 習 がで
きた り,.ほかの学生 の作文内容か ら新 たな知識 が得 られた りするので興味
を持 って臨める。一方,マ イナス面 としては,お とな しい学生 は一殊 に学
生数 の多 い場合一発言 の機会 ぶなかなか持 て ない とい うことであ る。
(2)仕 上 げ
返却 され た作文 はも う一度各 自が読 み直 し原稿用 紙 に清書 して再提 出 を
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要求する。清書作文をクラスで各 自が音読することが望ましいので ある
が,時 間的に余裕 がなくこの作業 は割愛 している。 その代 わり,2名程の
作文を本人に読ませる。 これは考えていた以上 に学生の興味を引き有効で
ある・ 同級生ザどんな作文を書いたのかは大きな関心事 とな る ようであ
る。 また,一 度だけであったが,「束京の街」 についての作文を返却 した
時,隣 同士で交換をして黙読させ,次 にそれを1入ずつに音読 させて主題
は何かを言舌させたことがある。
お わ り に
以上で,報 告を終 わ らせていただ く.改 良点はい くつ も あ るで あ ろ う
が,そ の中で も,考 えていかなければな らないこ との一つ は,作 業 の進 め
方 の うち 「継続 的な作業」 の中身 で あろ う。準備 を してか ら次 の作文作成
をす るとい う手順 なのであるが,準 備 の段階 で作文作成 をよ り助 けるもの
にす るた めには,ど のよ うな教材 や知識 を教示 してお いたら有効で あるか
を考 え出 していかなけれ ばな らない と思 う。
また,学 生 に とって数多 く書 き込 む ことがいかに大切 であるかを改 めて
認 識 させ られた。 ただ し,た だ多 く書 けばいい とい うので は も ち ろ ん な
い。綿密 な授業計画 のもとで行 われて はじめて実 りのあるものになる とい
うことであろ う.今 後 の課題 と して行 きたい。
さ らに,適 切 かつ効果的 な指導 をす るためにはクラス の学生 数 も関係 し
て くる。 特 に,提 出 された作文 に対 す るあ と始末 σ)うち,r直 し」 は とも
か く,「助言』 は個別指導 にな らざるを得 ないので,多 人数 のク ラスでは
なかなか行 き届 かな くな る。
このよ うに,問 題 は残 されオい る とはいう ものの,評 価 で きる点 もあ っ
た。作文作成 をす るとい うことが個人作業であ るた めに とか く授業 び単調
にな9が ちなめであるが・学生 同士 の意見発表 の機会 を組 み入 れるよ うに
した らよ り幅 のある授業 にな ることも分か った。
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